
 
 

令和 5 年 1 月 20 日 
国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所 
 

荒川放水路通水 100 周年企画 市⺠講座を開催します 
〜荒川放水路通水 100 周年に向けて、流域治水を学びましょう！〜 

 

 荒川放水路は令和 6 年（2024）に通水 100 周年を迎えることから、荒川放水路の通水 100
周年に向けて、「みんなで取り組む流域治水」と題し、流域治水に関する市⺠講座を開催し
ます。 

 

 荒川放水路 は大正 13 年（1924）10 月 12 日に通水式を実施し、令和 6 年（2024）10 月 12
日に通水 100 周年を迎えます。 
 完成後一度も決壊することなく、荒川下流部沿川都市の発展に寄与し、生命財産を守り続けて
きた荒川放水路について、広く皆様に関心を持っていただくとともに、みんなで取り組む（by 
all）流域治水がより一層進むよう、市⺠講座を開催します。 
 
１．日時：令和 5 年 2 月 18 日（土）14:00〜17:00 
２．場所：足立区生涯学習センター学びピア第一研修室（Zoom 配信併用） 
３．講師：（公財）リバーフロント研究所 土屋 信行氏 
 ミズベリング的流域治水ソーシャルデザイン研究会企画委員 岩本 唯史氏 
４．主な内容（予定） 
 講演１ 土屋信行氏 「荒川の治水・水害の歴史と流域治水」 
 講演２ 岩本唯史氏 「時代が変わった、楽しもう『ミズベリング的流域治水』」 
 トークセッション 土屋信行氏、岩本唯史氏、出口桂輔事務所⻑ 
 荒川放水路通水 100 周年企画の詳細については、荒川知水資料館 amoa のホームページを
ご確認ください。 
 URL：https://www.ara-amoa.com/ 
＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ、埼玉県政記者クラブ、都庁記者クラブ、神奈川建設記者会、川
口市記者クラブ 
＜問い合わせ先＞  
国土交通省 関東地方整備局 荒川下流河川事務所 
電話：03-3902-2311（代表）  
副所⻑           荒川 佳子  
調査課 流域治水推進室⻑  坪野 恭久 

 



ー荒川放水路通水１００周年に向けて、流域治水を学びましょう！ー

みんなで取り組む流域治水

流域治水
河川周辺の企業
や住民も協力し
流域全体で考える

気候変動により、水害のさらなる頻発・激甚化が懸念される中、
国は新たな水害対策「流域治水」に取り組み始めています。

荒川放水路通水１００周年企画 市民講座

講師:岩本唯史氏
ミズベリング的流域治水ソーシャルデザイン
研究会企画委員
（株）水辺総研 代表取締役

講師：土屋信行氏
「首都水没」
「水害列島」著者
（公財）リバーフロント研究所

2023年2月18日（土）14：00～17:00
足立区生涯学習センター学びピア第一研修室（Zoom配信併用）

従来の治水
河川管理者などが
主体となって対策
してきた

写真説明：2019年台風19号では、
岩淵水門を閉鎖し、荒川の洪水が隅
田川に流入することを防ぎました。



岩本唯史氏プロフィール
ミズベリングプロジェクトディレクター／
（株）水辺総研代表取締役／水辺荘共同発
起人／建築設計事務所RaasDESIGN主宰
一級建築士。水辺の魅力を創出する活動を
ライフワークとしている。全国の水辺の魅
力アップに奔走する

土屋信行氏プロフィール
（公財）リバーフロント研究所技術参与
東京都建設局課長、江戸川区土木部長を歴任。
災害が起きるとすぐにリュックを背負って現地
を視察し、自分の目で確かめて、災害対策を提
案している実行の人。NHKスペシャル等、コメン
テーターとしてテレビ出演多数

13：30 開場

14：00～ 開会挨拶（荒川下流河川事務所長 出口桂輔）

14：10～ 講演1 土屋信行氏

「荒川の治水・水害の歴史と流域治水」

15：00～ 講演2 岩本唯史氏

「時代が変わった、楽しもう『ミズベリング的流域治水』」

15：30 休憩

15：40～ トークセッション

土屋信行氏、岩本唯史氏、出口桂輔所長

司会進行：三井元子（あらかわ学会事務局長）

17：00 閉会

主催：国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所
運営：NPO法人あらかわ学会

申込み：以下の記入をしてメール又はFAX
件名「流域治水市⺠講座」

お名前：
ご住所：
電話番号： FAX:
Email:

（ ）会場参加 （ ）WEB 参加 ※URLをお送りします

問い合わせ：NPO法人あらかわ学会 03-5284-7885
申込先：info@arakawa-gakkai.jp FAX:03-5284-7995

プログラム

参加費無料
WEB 参加可

荒川放水路 は大正13年（1924）10月12日に通水式を実施
し、令和6年（2024）10月12日に通水100周年を迎えます。
完成後一度も決壊することなく、荒川下流部沿川都市の

発展に寄与し、生命財産を守り続けてきた荒川放水路につ
いて、広く皆様に関心を持っていただくとともに、みんな
で取り組む（by all）流域治水がより一層進むよう、市民
講座を開催します。

事務所HP


